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平成１９年度第１回公立大学法人熊本県立大学経営会議

議 事 録

日 時：平成１９年５月２３日（水）午後２時３０分～午後４時

場 所：公立大学法人熊本県立大学大会議室
出 席：理事長 蓑茂壽太郎

副理事長（学長）米澤和彦
理事（事務局長）角田岩男

理事 横田 剛
委員 秋野多喜子
委員 福田興次

欠 席：委員 田川憲生

委員 安田公寛
オブザーバー：古賀副学長、三木文学部長、大和田環境共生学部長、半藤文学研

究科長
、 、 、 、事務局：豊田事務局次長 手島総務課長 稲葉企画調整室長 井上教務入試課長

鉄戸学生支援課長、田中学術情報メディアセンター事務長、元島主幹、
林参事

１ 開会（進行：豊田事務局次長）

２ 理事長あいさつ

３ 議 題（議長：蓑茂理事長）
（１）審議事項

事務局から、資料１に基づき、審議事項に係るスケジュールについて、説
明があった。

① 文学研究科博士課程設置について
文学研究科博士課程の設置について、米澤学長から、今回は日本語日本

文学専攻の設置であること等の説明があった。半藤文学研究科長から、資
料２に基づき、文学研究科博士課程設置について、名称は文学研究科日本

語日本文学専攻博士後期課程、学位は博士（文学 、開設は平成２０年４）
月、修業年限は３年、入学定員は２名、収容定員は６名、文学研究科日本
語日本文学専攻修士課程を基礎に日本語学、日本語教育学、日本文学の更
なる高度な研究を実現するための教育・指導体制をとること、修了要件は

１６単位と博士論文及び口頭試問である、昼夜開講等の説明があった。
審議の結果、文学研究科博士課程設置について、案のとおり議決した。

② 環境共生学部学科再編について

環境共生学部学科再編について、事務局から、資料１に基づきスケジュ
ールの説明があった。米澤学長から、資料３に基づき、学問の専門分野を
明確にして責任ある教育、組織運営を行うという目的等について説明があ
った。大和田環境共生学部長から、資料３に基づき、従来の１学部１学科
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３専攻から１学部３学科に再編、学科名は環境資源学科、居住環境学科、

食健康科学科、平成２０年４月実施等の説明があった。
審議の結果、環境共生学部学科再編について、案のとおり議決した。

③ 文学部、環境共生学部定員増について
、 、 、 、文学部 環境共生学部定員増について 米澤学長から 資料４に基づき

県民の高等教育を受ける機会の拡充など目的等について説明があった。三
木文学部長から、資料４に基づき、文学部が日本語日本文学科、英語英米

文学科の両学科の入学定員５名ずつの増で入学定員が１０名増及び収容定
員が４０名増となること、大和田環境共生学部長から、資料４に基づき、
環境共生学部環境資源学科（現生態・環境資源学専攻）の入学定員が１０
名増及び収容定員が４０名増となること、また両学部とも平成２０年４月

実施等の説明があった。
審議の結果、文学部、環境共生学部定員増について、案のとおり議決し

た。

（２）報告事項
① もっこすプラン２００７の策定・届出、全体説明会の開催について

事務局から、資料５に基づき、平成１９年３月３０日付けで平成１９年
度年度計画 もっこすプラン２００７ を熊本県知事に対し届出を行ったこ" "

と、また、４月１７日に理事長及び学長による全教職員に対する説明会を
開催したことについて報告があった。

② 定例記者会見について
事務局から、資料５に基づき、平成１９年４月１３日に理事長・学長の

定例記者会見を実施したことについて、報告があった。
③ 創立６０周年記念シンポジウム「春・進歩・・・大学と学問」について

Front Runners in事務局から 資料６に基づき 平成１９年４月２８日に、 、 「
」というテーマでシンポジウムを実施したこと、参加者を対象にアンPUK

ケートを行ったことについて、報告があった。

４ その他
次回平成１９年度第２回経営会議を６月２０日（金）午後２時３０分に開催

することを確認した。

５ 閉会

以 上


